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ごみと資源 
 

伊勢原市の一般ごみの排出量は、減少傾向にあります。平成２０年度より容器包装プラスチ

ックの分別回収が開始され、さらにごみの排出量が削減されることが期待されています。それ

に伴い、リサイクル推進の拠点設備として、伊勢原市資源リサイクルセンターが建設されました。

資源リサイクルセンターに集められた容器包装プラスチック等は選別・圧縮・梱包され、資源化

されます。 
                                                                 

 

 

 

 
              伊勢原市資源リサイクルセンター（下糟屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコやリサイクルに役立つ環境関連マーク 

   

     

 

 

 

 

エコマーク 
環境にやさ 

しい商品と 

認定された 

ものにつく 

グリーンマーク 
古紙を再生利用 

された雑誌、学 

習帳などの製品 

につく 

統一省エネラベル 
製品の省エネ 

性能がどれく 

らいかを表示 

する 

紙マーク  
紙製容器包装 

に表示が義務 

づけられている 

 

アルミ缶識別マーク 
アルミ製の飲料 

容器に表示が義 

務づけられている 

 

スチール缶識別マーク 
スチール製の飲料 

容器に表示が義務 

づけられている 

 

ペットボトル識別マーク 
ペットボトル

の飲料容器に

表示が義務づ 

けられている 

 

プラマーク  
プラスチック製 

容器包装に表示 

が義務づけられ

ている 

容器包装プラスチック 
（プラマークのあるもの） 

ペットボトル         

ガラスビン 
引き渡し 

再商品化 
選別・圧縮・梱包 

資源リサイクルセンター 
内の選別などの様子 

日本容器包装リサイクル協会 
再商品化事業者が様々に活用 
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Ｒｅｄｕｃｅ リデュース 

 

 

 

 

 
むだなごみの量をできる 

だけ少なくすること 

Ｒｅｕｓｅ  リユース 

 

 

 

 

 
一度使ったものをごみに 

しないで何度も使うこと 

Ｒｅｃｙｃｌｅ リサイクル 

 

 

 

 

 
使い終わったものをもう一度

資源に戻して製品を作ること 

 

 

３つのＲ（アール）って知っているかな？ 
 ごみを３つのＲで減らそうというものです。ごみを減らすことは、     

いろいろな環境問題の解決にもつながります。 

 まずできることは、ごみを出さないで再使用し、それでもだめなら、資源に

して利用しようということです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小型家電回収 

携帯電話やデジタルカメラといった小型家電には、レアメタルや有用金属などの資源が使わ

れています。国内は資源回収が遅れていてほとんどが小型家電は不燃ごみとして収集され、分

別されずに他の金属類と一緒に金属再生業者等へ売却されています。  

伊勢原市は、有用な資源の回収だけでなく障がい者の社会参加の促進も図るという観点から、

市町村が小型家電を福祉事業所へ引き渡し、そこで分解・分別したものをリサイクル事業者へ

引き渡す事業モデルの神奈川県第１号として小型家電の回収をしています。  

現在、日本全体で年間に廃棄される小型家電は約６５．１万トンと推定されています。その中に 

含まれている有用な金属などの量は約２７．９万トン、金額にして約８４４億円分にも上るといわれ

ます。そのため、使用済み小型家電は、都市にある鉱山という意味で、「都市鉱山」といわれてい

ます。 

障がい者が分 解
し、基盤などに分



 

- 3 - 

使用済小型家電製品専用の回収ボックスは次の場所に設置してあ

ります。 

市役所正面玄関、中央公民館、大山公民館、成瀬公民館、比々

多公民館、高部屋公民館、伊勢原南公民館、大田公民館、ノジマ伊

勢原店（各施設の開館時間に利用してください。）。 

回収するものは携帯電話、デジタルカメラ、ビデオカメラ、携帯型・

据置型ゲーム機、ＣＤ、ＭＤ、デジタルオーディオプレーヤー、電子辞

書、ポータブルＤＶＤプレーヤー、車載型テレビ、カセットタイプのゲー

ムソフト、ノートパソコンです。 

なお、個人情報は必ず消去してから出してください。また、携帯電

話のデータカード等は必ず抜いてから出してください。 

 
  

 

※ レアメタルとは、携帯電話やノートパソコンなどのバッテリーやモーター、液晶画面などに使わ

れる金属のことで、流通量が少なく、希少な金属の総称です。また、日本が今後力をいれていく

ことが予想されるエコカーや太陽光発電の主要部品にもレアメタルは欠かせません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用済小型家電製品専用の回収ボックス 
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伊勢原市が収集するごみの種類 

 

伊勢原市では収集された可燃（燃やすごみ）の中に古紙類と容プラが多く混ざっているそ

うです。そこで古紙類と容プラ(容器包装プラスチック)の出し方を覚えて家でやってみまし

ょう。                                                                                      

日本全体で、１年間に出るごみの量は、東京ドーム約１４０杯分といわれています。みんな

の通う学校からも毎日たくさんのごみが出ています。再利用することももちろんのこと、一番

大切なのは、出すごみの量を減らすことです。使えるものは最後まで大事に使いましょう。 

以

外

に

も

資

源

に

な

る

紙

ご

み

が

あ

り

ま

す 
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海水中に漂う「マイクロプラスチック」の生態系

に与える影響が、国際的にも問題になっています。 

海に排出されたプラスチックごみは波や紫外線で

粉砕され、大きさ５mm 以下の「マイクロプラスチッ

ク」という新たなごみになります。 

「マイクロプラスチック」は、魚などがエサと間

違えて飲み込むほか、窒息死することもあり、生態

系に悪影響が出ると懸念されています。 

また、魚が食べてしまったプラごみは、胃の中で

消化されないため、間接的に人間が食べることにな

ります。 

 

 

 

プラスチックは、現代社会に不可欠な素材である一方、2050 年カーボンニュートラルや新たな海

洋汚染をゼロにする大阪ブルー・オーシャン・ビジョンの達成など、プラスチックをとりまく様々な環

境問題に対応していくには、プラスチックの資源循環を加速し、循環型社会へ移行していくことが

必要です。プラスチック製品の設計から排出・回収・リサイクルに至るまで、プラスチックのライフサ

イクル全般に関わる事業者･自治体･消費者の皆様で、 ３R＋Renewable に取り組んでいきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京湾で捕れたカタクチイワシの 8 割からマイクロプラスチックが 

検出されるなど日本でも食品汚染の懸念が高まっています。 

                                        

クジラの体内にプラスチックごみが大量に蓄積したため栄養がとれず 

餓死してしまった事例もあります。 

 

なぜ海にプラ

スチックごみ

が流れてしま

うの？ 

拡大し続けるプラごみに、リサイクルや

焼却処理、埋め立て処理が追いつか

ず、適正に処理されないプラスチック

や、ポイ捨てされるプラスチックの一部

が、側溝などを通じてやがて海にたど

り着くからです。 

 
年間 3 億トンのプラごみのうち 800 万トンが海に

流れ出ていると言われています。 

 

 
ごみと資源は正し
く分別しリサイクル
しましょう。 

 

買い物のときはマイバ
ック、水分補給には
マイボトルを持参し、
プラスチック製品の使
用を減らしましょう。 

プラスチックは、えらんで、減らして、リサイクル！ 

 

 

マイクロプラスチックの問題 
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       集められたご

みは、ダイオキシ

ン類という有害

な物質がでない

ように、850 度

以上の熱で完全

に燃やします。 

燃やすごみ 

・生ごみ 

・バケツやビデオ

テープなどのプ

ラスチック製品 

など 

資源として利用でき

るように、分別したり

小さくしたりまとめた

りする中間処理施設で

す。 

日本容器包装リサイクル協会 

 

焼却灰など 

不燃ごみ 

・割れた茶わん 

・こわれた鍋 

・蛍光管 

・乾電池 など 

容器包装プラスチック 

(プラマークがあるもの) 

・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 

・ｶﾞﾗｽびん 

・無色・茶色 

・その他の色 

古紙 

・新聞・雑誌 

・段ボール 

・紙パック 

・雑紙 など 

缶類、古い

服 や布、 食

用油 

  など 

生ごみは、

コンポスタ

ーやキエー

ロ(生ごみ処

理容器)を利

用すれば、堆

肥活用やご

みの減量化

につながり

ます。 

資源収集業者 
小さくしたりまとめたりし

たものを保管して、次の引き

取り手に売ります。 

金物問屋 

衣類問屋 

油脂会社(市内) 

紙箱 

ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ 

 製紙工場 
国 内 の 製 紙 工 場

で、紙製品として

再利用 

 

 

おもに海外(東南

アジア)へ輸出 

 
・インクの原料 

・自動車の燃料 

・ｱﾙﾐ・ｽﾁｰﾙ缶など 

・国内製鉄所へ 
再商品化事業者 

 

 

プラスチック製品 

原料など 
 

ガラスびん、土

木資材など 

自動車のシートや

ペットボトルなど  

 
埋め立て地 

（処分） 

鉄などの金属 

環境事業協同組合 

金物問屋 

乾電池・蛍光管 

焼却灰 

処理業者 
(処理・資源化) 

家庭        資源ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 

 
 

 

 

※伊勢原市の例 

伊勢原清掃工場 

 
はだの 

クリーンセンター 
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はだのクリーンセンター 
 前ページのフロー図は、私たちの家庭から出るごみのゆくえで

すが、コンビニエンスストアなどの事業所から出される伊勢原市

のごみの一部は、秦野市にある「はだのクリーンセンター」に集

められ処理されます。 

 はだのクリーンセンターは秦野市と伊勢原市が協力し、秦野市

伊勢原市環境衛生組合として運営しています。 

 平成２５年の４月から動きだし、最新の技術を導入して、ごみ

焼却時に発生する熱エネルギーを有効利用し、効率的な発電を行

う循環型社会に適応した地球にやさしい機能を備えた施設です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

伊勢原市民１人当たりの年間電気

使用量は、平均で１，５００kWh 前後だ

から、おおよそ１人が使う電気量の２年

間分に相当します。 

 

３,０００kW の電気

ってどのくらいの量な

のかな？ 
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 ごみを減らして限りある資源をくり返し利用していく社会を 

と言います。  

金属や石油といった天然資源は人間が作り出すことができないため、いつかなくなるもの

です。ごみは捨てるものという考えを見直して、ごみは出さない、捨てずに再利用する、別のものとして

再生しましょう。 

 

・身の回りで３Ｒができないか考えてみましょう。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ごみの量を減らすにはどうすればいいのか考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※3R についてさらに学んでみましょう（環境省ホームページ「3R まなびあいブック」） 
http:://www.env.go.jp/recycle/yoki_work/b_2_book/00_3r_manabiaibook_kodomo.pdf 

 

※生物多様性と外来生物について（環境省ホームページ「外来種の影響と生物多様性」） 
https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/files/eikyo_tayousei04.pdf 

 

参考 
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ＥＭ液の活用!! 
伊勢原市には、ＥＭ液によるプール清掃やトイレそうじを行っている学校がある

んだ。ＥＭ液とは、昔から土や河川の浄化に関わってきた、人に役立つ微生物の集

まりのことを言います。 

ＥＭ液による一番の効果は、プールのヘドロやぬめり、悪臭が少なくなって、安

全に衛生的に掃除ができることです。洗剤などを大量に使うことによる河川や海の

汚れや生き物に与える影響を考えると、ＥＭ液による清掃は、地球にも人にも優し

い活動です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
   

大山クリーン作戦を実施しました 
 

市内の工場事業所による伊勢原地区環境保全連絡協議会は、クリーン活動を実施しています。 

令和３年度は道灌まつりの中止を受け、大山クリーン作戦を実施しました。 

道灌まつりクリーン作戦を実施しました 
 

市内の工場事業所による伊勢原地区環境保全連絡協議会は、クリーン活動を実施しています。 

令和４年度は協議会に加盟している市内事業所の従業員を中心に土日合わせて４0 名が参加し、いせは

ら道灌まつりの会場内に落ちたごみの清掃活動を実施しました。 

回収ごみ量は２６．８kg（可燃１９．４kg、PET２．８kg、びん・缶４．６kg）でした。 

道灌まつりでは、フードドライも実施しました 
 

市内の工場事業所による伊勢原地区環境保全連絡協議会は、フードドライブを実施しています。 

令和４年度は、いせはら道灌まつりの中でフードドライブを実施し、37 人の方が３４８個の食品を持

ち寄ってくだいました。 

 今回受け付けた食品は、伊勢原市社会福祉協議会に寄付した後、子ども食堂等にて活用されています。 

この活動は、「食品ロス」の削減に繋がる取組です。 


